
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2026-07-14

わたしを拗らせるもの—廬隠、琦君、三毛の苦悩表
現—

(Degree)
博士（文学）

(Date of Degree)
2023-03-25

(Date of Publication)
2027-03-25

(Resource Type)
doctoral thesis

(Report Number)
甲第8518号

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/0100482266

※ 当コンテンツは神戸大学の学術成果です。無断複製・不正使用等を禁じます。著作権法で認められている範囲内で、適切にご利用ください。

鄭, 洲



 

論 文 内 容 の 要 旨 

 

 

 

 

論 文 題 目  （外国語の場合は、その和訳を併記すること。） 

 

わたしを拗らせるもの 

      ————廬隠、琦君、三毛の苦悩表現———— 

 

 

 

 

 

 

 

氏  名 ： 鄭 洲 

 

神戸大学大学院人文学研究科博士課程後期課程文化構造専攻 

 

 

 

指導教員氏名 （主）濱田 麻矢 教授 

       （副）緒形 康  教授 

       （副）朴  鍾祐 教授 

 

 

 

（注）４，０００字程度（日本語による）。必ずページを付けること。 



!"#$%&'()*+,-../0123145-6789:;<=

>?@A1BCDEF9GHIJKL+MNOP-67QRJSTUVWX+,-YZ

+[\]-^_A`abc-/0defgghegijk1lm-nopGqrOPYZ+23

degeshtuuvkw&UnxpG-45degjiheggekYZ+[yz{|}~'�Ä%Å

Y1MNOP%ÇÉ~-ÑÖ}ÜáY67&%-à1â%w-67'~-ÑÖJäDã&

%-à1åà-çéè1êëNÉZ+-àíTì%îïJSTU\ÄUñ%T[?@A`

óYòô&UT+[öóõíJ1úùJûüX+[=

>†óJKTU1â°4¢-MNOPÉ£§X+o¢•D¶í67X+ßííTÖxS-

®©à)4¢-™´'VW&UT+[â°1`abcJ¨¶1F9GHI-≠Æ89-Ø

∞'±≤&%[`a≥Hã¥µ-∂∑J∏T1π¢∫ª-ºΩÉæø&1HI¿¡J¬√

Jƒ≈'∆Ä+ÑÖJ}+í1≥HIA«»à)… âYÀÃJ$%ìUÕã&%[Œ,

™´œ–ì%-A1o¢•«»-D¶—#“:-HI-”9YZ+[∫≤œ}‘’'89

X+-'÷◊X+≥HIA1ÿŸ⁄-‘ã'¤‹í&1›fifl-#‡·:degtek-ÑÖ

}1‚Hí„‰-Â-ÊÁËÉÈÍÎÏ%OÌÉÓÔÎÏ%[/0A›fiflíÒ&%O

Ú',ìUK¶1≠ÛœOÌJKTU‘’'oÙJıˆ”X-É™´YZ+[23A‚H

˜O'∫í&UT+É1¯M-‚HJA˘T˙˚œ}¸˝É˛)Ï+[45A1ˇ!"

#$%}&'()YZìU,1OÌ-∫¢*+D¶—-#,:íTÖOÌ--./0%

12.N'˘3∫4&UT+[5J14¢É∞ˆUT%wÏ6Ï-bG78í9:SL%

ÅY1¯M%Ç-67íMN;<JSTU-˜Oí-ê='>)àJ&%[/0-67J

AbG-ƒ≈É˘3ƒ'?í&UK¶1@í-ABÉCDœJEF&UT%É1MN;<

-˘T/0-OÌÉÀ3GH&%-A1≥IJGbcJKTUKLÖMN-67YZì

%[23-MN1≠)ÉOM–ì%ßíP1ÀQPRYST%UVÉ'!W"í}ìUK

¶1˜O'&XL+ßíJÑìUY¶�ÄÑÖí&%Zèí,äÄ+[[\bG-23A

/0J]3ƒ≈ÎÏUT%É1lmJ^ì%_-23à)A`a-bcNA1yd-ef

ghi(í#jklm:-¯M-˜Ono-BYpÄ%ÑÖ–ì%[&à&1w-qFX

+bcNÉZì%à)ßw1¯MA'!W"Jr¶XL+ßíÉYˆ%í\Ä)Ï+[4

5ABIs-bJ1tI-u∞-{v'wLUxysJ}¶1PYz\Â{ˆß,ì%[

&à&1¯M'Î)J|}L%-A1P~�|'…Äã&%Å~íÇ@-ÉÜÑ–ì%[

wßY‘Ö%]TÜá‘A145Éo∞àì%'!W"í}¶1¯M-HI-¢∞Awß

à)ââì%[¯MAäã}ÿŸ'å+%T1ZÄUBNœ}çé-¢è#45:'ê.

ë(íJ&1yzPNì}~-î@à)ïÏ%É1ñóŸí&U-45APA¶À3-M

N'òô&UT+[=

>noóA1/0-öõú-ùû'üf†J&%�°„‰¢_£§•¶'ß¶Å®1„‰

JKL+©™QRíM∫¢*´¨-ü≠.øÆJØ∞&1„‰à)ÿñß+x±≤N'V

WX+,-YZ+[©™-≥¥YA1â°/0A≥»µ<¢É”∂¶X+M∑'„‰Jß

¶∂Ï1¯MÉ©™-ü≠.Î1h".}∏πÙ';<œJ∫&”wÖí&%ßí'>)

àJ&%[5J1©™É#ªº:íΩæÏUT+ßíJØ∞&1#ªº:Aöõú1ø¿

¡1/04¢-ÂY¬√í©™⁄-ƒ≈∆«æX+‘’'8XDí&U»T)ÏUT+ß

í'SˆíT%[ü≠.}…Âí#ªº:É,%)X¬√ÎíÉ ¶JÀU)ÏUT+x

= e



±≤}∏πÙÉ„‰-78í}ìUT+[ü≠.øÆ-≥¥YA1M∫¢*´¨-ûƒ-

ÃÕíw-_-øµ1™JŒœ'B–JVW&%[pÂ-◊Ë'É◊&1ûƒ-—“N'

”Ö1‘’Ÿí-˚÷’'◊ÿ–/0PŸä⁄íç}¶1´¨AT$¤+≥MNJ}¶ˆ

Ï}àì%[‹-›à)—fi',)ì%b1´¨Afl‡ÎÏ%í\ÄU|Sˆ1·Mí&

U-≠“É∞‚T%[&à&1ß-≠“A„‰≤ÂJÊT)ÏUT+[¯M'6&T%-

Aß-ÑÖ}x±≤N–ì%[#ÁË}≠“:'È+%TJ´¨AÀ3-‹íJÍ&1ü

≠.Î(†-ÑÖJÏ+ôTâT%[&à&1ü≠.Î(†'_´X+MN-ŒœøÆ

A1/0ÉQT%´¨JíìUA1ùJ…–-67J^ÌX+—ÓJÔ}T[ß-èA

´¨-ÒU-ü≠.øÆJ£§&UT+[Ú¢à)A1èÛJÙÏUT+´¨Aü≠.

Î(†J˛Ä+É1&à&¯M≠ıÉwÏ'ˆ&ÿYK)°1ùJ~ÖX˜ˆ}-à¥à

)}T67-BY,ÉTUT+–L–ì%[Sâ¶1¯MA¯b˘%ÇÉQTUT+˙-

}Tü≠.Î(†J,}¶ˆÏ}àì%-YZ+[´¨Aûƒà)˚âYx±≤-ââ

–ì%[ßÏA∞‚T%´¨1öõú1/0%ÇFGMN-¸˝BÂèí&U-ù˛–ì

%[„‰-Œ_J1©ˇÉô!&1©™A©⁄J"#&1#ªº:'$ÏÑÖí&%´¨

AwÏ'%%*}Tââ&YA}3}ì%#ªº:í£J'3}+ÑÖJQRÎÏUT

+[/0A;(œJ)í·M'¥¡£é{í&UO¶Å®1x±≤-BJp*+-∏πÙ

',$*+1-.œ}/0'O¶Å®%-YZ+[=

>nxóA1FG`"-MNOPA≠¥É1ì%ÀQPR'~-ÑÖJ23&%-à1l

mMNOP23-‚H'4J\]&%,-YZ+[23JÑ+x56-QRÉ≈á‘í7

F‘-Â'8ÏµT%ßíJ∞'9T+[x56AOŸ≠ı-:·c-'!W"{;J<

=œ}O»'>?&%¢è–ì%[≠)-'!W"Jr+%TJ123JíìUx56'

Q3ßíAx@AYZì%-YZ+[23íépG-MNOP%ÇA1≠)-PR-Qî

ïJSTUA¤?œJB'CD&Uˆ%[¡+EF-p@A1QíAGHÎÏ+à≈áÎ

Ï+àíTÖxS-IJ(.YD)Ï+ßíÉKíÿ~YZì%&1FGœPL≤-˛M

à)ANQŸYZ+P~�,OP-^_íÎÏ%à)YZ+[Q'ïQí&%æà¶à1

QJ8Ïµ3ÀÄN'}∆&%ßíA1RS-PLQR'TU&%23V≠-!WYZì

%íäÄ+[‚H-X%&'JKTU1oY&%Ω•í¢#',SÚ-¢èíç}¶1x

56-eZ([A8Ïµˆ1â%¯M–LA\]}Ω•YQàÏUT+[wßYΩ•'—

^à¶í&Ub_`YaìUñ+í1w-eZ([Aù}+bñ-^_à)Ñ¶cà},

-JÕ$ìUAT3É1<&Uù}+d=œ¢èJÕÖ%-YA}TßíÉ¥à+[w-

eZ(['4SJ¥LU¥e&%[oSA1~-Qí&U-f@1#gg:15gíTÖ

h=œ¢èà)15nJ23Éi‘',SßíJ}+âY'j˜+[5J1ü≠.Î(†

í&Ud=œJQàÏ+¢èkxl'í¶Z®1FGm1'wL%MNíTÖnef.

X0X0',ìUT%23ÉxlJ£‘',S\o'aÖ[Œ_J1x56ÉPLí&U

#�p:í•ÎÏ%ßí1wÏJÑìUx56É~-Qí&U-ı¥à)ÑñÎÏ1@}

~íéÖM⁄-PL-oqí&UwL∂)Ï%ßí'j˜+[Î)J1x56-eZ([

-Õã'~í@í-4®ê=Jrs}LU>)àJ&%[x56-eZ([ÉÕãX+í

£J1d=œJQàÏUT%~-eZ([Jtuœh=œ}vÄÉwTàÎÏUT3[2

3É≠)-'!W"-Üá'x>&XL%9%1ù˛-Zy'Oì%-AQYA}3~z

YZ+íTÖ9@J%~¶ØT%-YZ+[Œ_J1x56-eZ([É8Ïµ3Üá'

= t



{|&%[OMYZì%23Atuœ}~}∞Ë'�ìUT%[¯MAÔÄ-x56J^

X+≠)-‘ô≤Â'Å&XL+ßíJÑìU1RS-#GHÇ≈á:íTÖ&XÉgJ

eÑ'Ö�&1¢ÂÜáÏ+≥%}xl1#�p:'O¶Z®%['!W"-CD'à+

ÔâY123A≥%}ÔÄ–LY}31≥%}PLk',òä&%íäÄ+[=

>n4óA145-ãå!bc-OÌ'¥e&%,-YZ+[çC'ñóX+>ç}MN

í&UQàÏ%#,:+#45:A1éb-ÿŸJèêœJƒÎÏ%[&à&1w-#,:

A1aS-˜ObcJÑìUOÌ…Y-Ω•'ÕÄUT+[#45:bc'ëT%Ú-4

S-bc-#,:AÒU¬√}¢èí&UíìÎÏUT%[¬√-CDA145Éz\Â

-{ˆß,¶YYˆ%'!W"-GH–ì%íº$Ï+[?óYA1â°ãå!bc-4

5É≠Æk-89J»T%#îî1:í#æï:íTÖxS-eZ(['¥e&%[#î

î1:A145É≠)'_´X+ñí&U&æ&æ»T)ÏUˆ%[?óYA1∫J¢ó

ò¢—ô¶-†äí#溫kœö:1w&Uîî1íêëX+#…–¢:É9Ï+#õúù
û:-4OÌJüìUVW&%[#îî1:A¬ÄYˆ}T9÷J†TX+bJ»T)Ï

UK¶1≠)-É°‘'8&UT+[5J#îî1:íéÖ31#˚%:í#`¢£:x

S-OÌ-¥eà)145A≠¥É§Ä%ÜΩÉ9÷í•SàìUU¶&%b-6ß'1

®«ıà)-æïíTÖæ©'ëΩÎ*+89Y™&UT%ßíÉ$àì%[Î)J#ö

´ô:YA1¨J≠ˆÆâÏUÙÏwÖJ}ì%Ø˚{;É∞àÏ%[wÏA±'Q3%

T-ö'≤TJ≥¥⁄øì%b-ßí–í_J>àÎÏ+[45-QT%±íA1µÊí

&U-∂('∑nJ#x∏π:}˙ÉCÖÆT)ÏUT+,-–ì%[#ö´ô:Y1∫

Ω-BY…⁄ªàÿYTì%öÉD+äºA145-ΩMO#æ:-øhe.É∫Ω-B

Y¿3¡íÒ&UT+É1ßÏA~Ç),¢¬√ƒ¶Y≈∆«É»pÂ'Ä+aJ¡ì

%¡'º$*+[#æ:J&U,#ö´ô:J&U,19+Y∫Ω-pÁ⁄{ˆÆâÏU

&âTwÖJ}+QRA145JíìU-HI-ZèYZ+¢¬√ƒ¶-9+'ëΩÎ*

+-YZ+[#ö´ô:Y-Ø˚{;A19÷à)$…&% ÉJÀæÎÏ1{ˆÆâÏ

wÖJ}ìUT+ÃÕ'89&UT+-–ŒÖ[˙É}TœL–-ÑÖ}îî1í®«ı

à)-æïA1˚'P É‘'º$*+89YZ+[OŸ45É1≠)-—“'eZ([

ã&1≠¥'X%&'…YœL–é”JaTÆÿYØ˚Î*%-A1o‘-îJ†1&

–ì%í\Ä)Ï+[ãå!bc`a1º’cJ∞àÏ%#æ:JyMX+{ˆß,¶-

bc-÷◊Y¬√}·M-ƒA145-OÌJAoY&UEF&XLUT%[ß-ÑÖ}

—“&%≠ÆkßwÉ145-HI'O¶Å®%íäÄ+[™Jãå!bcJA1w-—

“&67X+≠Æ'0ÿ&Ÿ⁄X+%T1Ò3c-ÜΩkÉO¶Å®)Ï%[îî1Pæ

ï}~-eZ([A1ãå!bc-45ÉÜΩk#45:'O¶Å®+¤ÁJfi&%b1

Aà)°,‹›&%†T-ofi–ì%-YZ+[=

>flóYA1öó-\]'§&U‡å&%ô%'·NœJâíT%ÅY1‚_-„ï'‰

™X+[=

>=

>

= i



［課程博士用 ］

（別紙 1)

論文審査の結果の要旨

氏 名 鄭洲

論文題目 わた しを拗らせるもの一庫屁、埼君、 三毛の苫悩表現—

要 旨

本論は、中同語閥の近現代文学における女性作家の告悩描写について検討するものである。考察の対象は

可匹時期の腐隠 (1899~1934)、台湾の第一世代外省作家である埼丑 (1917~2006)そして第二世代の三毛
(1943~] 991)。政治体制を越え、女性作家たちがどのような理由で苦悩したのか、またその苦悩をどのよ

うに言語化したのか、何かの異同点、関連性があるのかといった問超について仝五章で論じられている。

序章は、二人の女性作家に共通する一人称語りと苦悩という二つの角度から特徴を検討する。五四時期

以降、主競的な感情の表現を軍視する新文学が生まれ、郁達夫「沈油」 (1921)のような、散文と小説を
撹乱するような作品が歓迎された。塵隠は郁達大と同じく、自伝的作品において感情を一気に吐き出すの

が特徴である。碕席は散文創作を主としたが、そこには強い叙事的な傾向が見られる。二毛は、 ドラマチ

ックなストーリーでも、作品の主人公＝語り手 ［私」というノンフィクション性を強く主張している。ま

た、 三人それぞれの時代背梨は、彼女たちの苦悩と女性意識についての強い関連を持つ『）腐関の苦悩には

時代の影響のほか、母との高藤が根源的に存在しており、彼女の作品の多くは、新旧交代時期において幼

裡う女性の苦悩を反映していた。埼君の場合、自らが養女だったことや、多妾家庭で祇めた辛酸のトラウ

マが創作の原点だと言えな青年時代の玲君は麿屈に深く影響されたが、渡合後の創作からは以前の叛逆

性は消えたようだ。しかし、潜在する反逆性があったからこそ、彼女は トラウマに迫り続けることができ

たと考えられる。 三毛は中学校の時に体罰を受けて不登校になり 、家で七年間引きこもった。 しかし、彼

女をさらに傷付けたのは、家父長制を内面化した厳父と慈母の無理解だった。そこで感じた深い罪悪感が

トラウマとなり、彼女の文学創作もそこから始まった。彼女はあえて中性的な漫画の人物 「二毛」をペン

ネームにして政治や性別などの議論から逃れたが、放浪者としての二毛はやはり多くの女性を鼓舞してい

る。

第一章は、薩隠が親友 ・仁評梅の悲恋をモデルに描いた長編 『象牙戒指』を取り上げ、 小説における北

京描写と女主人公i心珠のモダン行為に着目し、鷹隠の作風である不徹底性を検討した。まず、）慮隠が北京
のモダンさ、ロマンチックな雰囲気を意識的に醸し出そうとしたことを明らかにする。次に、その北京が

「灰城」と呼ばれていることに澁目し、 「灰城」は石評梅、陸品清、薩恐三人の閲で憂懲と北京への愛憎

相半ばする感情を表す語として用いられていることをつきとめた。モダンな空問と「灰城」がもたらす憂

鬱さとが織り交ぜてられている不徹底な雰囲気は小説の通奏低首をなす。次に、女土人公泌珠の恋愛の失

敗とその後の行動について、特に喫煙を中心に検討した。世間の視線を無視し、恋愛の神瞑性を信じ、既

婚者との事実婚を選んだ薩隠と異なり、沿珠はいわゆる新女性になりきれず、恋愛感栴と旧来の貞操観念

との間で苫しむ。このような不徹底性から自我を‘、,fるため、 名心珠は多くの男と交際し、モダンガールのよ

うに振る舞い始めた。しかし、モダンを象徴する喫煙行為は、？心珠にとっては単に内心の苦悩に対抗する

手段に過ぎない。この点は沿珠の全てのモダン行為に共通している。他人からは、物欲に溺れている泌珠

はモダンガールに見えるが、 しかし披女自身はそれを楽しむことなく告悩の中でもがいているだけだった。

つまり、彼女は新感覚派が描くような悩みのないモダンガールにもなりきれなかったのである。泌珠は恋

愛から死まで不徹底のままだったが、これは伍評梅や滋隠のような近代女性の、歴史中間物としての悲劇

でもあった。小説の最後では北伐が成功し、北京は北平に降格する。この「灰城」を離れようとした恥珠

はそれを呆たせないまま「灰城」と共に亡くなるように描写されている。！虚隠は意図的に街と少女を運命

共同体として作り 上げ、不徹底の中に世紀末の雰囲気を涼わせる、 退廃的な寓話を作り 上げたのである。

主査記載

氏名 • 印 賓で (-f豆¥



第二章は、自分が育った多妾家梃を女性作家はどのように回顧したのか、台涜女性作家埼君の散文を例

に考察したものである。本章では、埼井が父の二躾太（二番目の妾）の描写が嫌悪と親近感の間を揺れ動

いたことに目を留める。二執太は作者の幼少期のトラウマ体験に決定的な作用を及ぼした人物だったc 自

らのトラウマに迫るために、疏君にとって二友夷太を描くことはイ河避であったのである。碕君と同世代の

女性作家たちは、自分が育った家庭の妾問題については基本的に口を閉ざしてきた。渭未民初の1廿論は、

妾とば憐憫されるか憎悪されるかという二つのパターンで語られることがほとんどであったし、近代的家

族親の見地からは菩妾者である家父長も批判の対象とされたからである。妾を超材と したのみならず、妾

に揺れ動く多面性を付与したことは、従来の家族描写を突破する埼君独自の功績であったと言える。碕君

散文において、他の人物が一貫した呼称と人格をもっているのと異なり、二峡太のイメージは揺れ動いて

いいた。また、彼女だけは様々な呼称で描かれているのは注目に値する。呼称を手掛かりと して時系列で

追ってみると、そのイメージは単なる恨みの対象からより豊かなものに変わってはいくが、決して爪なる

肯定的人物に変じたのではないことが分かる。そのイメージを、父の妾とという否定的人物、モダンガー

ルとして肯定的に描かれる人物像二娯、父の妾としての身分から解放され 「長輩」と称された老後の三つ

にわけて分析した。また、埼丑がトラウマの理由を究明し、 二魏太のイメージを変化させた結果、悲劇の

原因は妾ではなく父権であるという結論が導きだされた。王奇君は二娯太に対する自らの既成観念を覆し続

けることによって、従来の「憐憫・憎悪」というステレオタイプを超越し、人間味溢れる新たな二娯、「長

益」を作りあげたc 碕君は新たな過去だけでなく、新たな家族像をも構染したと言える，

第三章は、 三毛のサハラ時期の作品を分析したものである。異国を放浪する明朗な女性として描かれた

「私」＝ 「そ毛」は、当時の読者に熱狂的に愛された。本章では、サハラ時期の二毛が自己像の表現に用

いた「カカシ」と 「流血」 という_:_--::)のイメ ージを分析する。三毛が自らを象徴する姿と して用いたーカ

カシ」は、直面できない現実への衝突と、自らの無力感を表している。また二毛は、理想が破綻した時の

苫痛を、下乎身からの流血という表現で示していたしさらに散文「石頭記」で、幻想の中で石が語る己・葉

は、三毛にとって文学の原点である『紅楼夢』の結末を連想させな魂がない抜け殻のようなカカシと下

半身からの流血は、死亡や虚無感を思わせる表現であった。作者三毛が、自分をテクス ト内で抜け殻同然

に追い込んで臨死させたのは、一種のカタルシスだったと考えられる。サハラ時期以前の軟弱で憂鬱な少

女の影は、二毛の作品に一貫して存在し続けていたC サハラ時期には、その矛盾し苦悩する自己を屈蔽し

粉飾するため、 三毛は全く逆の理想像を作り上げたC カカシや流血などのイメージは、サハラ時期の三毛

が理想像 I ~毛」を作り上げる限界に達した時、はからずも露呈した衝突の一端だったと結論づける。

終章では、各章の考察を通して獲得した成果を総合的にまとめた上で、今後の課類が提示されている。

本論文では個別の問題分析は二章にとどまっており、見的に充実したものとは言い難い。三人の作家を貰

くとされる「苦悩」の性質も互いに異なるものだし、この苫悩が性別に由来するものであることの論証も

充分にはなされていないようだ。

しかしながら、各章における作家の 「舌悩」分析は従来の作家研究から確かに一歩踏み出したものであ

り、そこには執筆者のオリジンリティを充分に見てとることができる。腐関にとっての北京と友情、碕君

が綴った父の妾、恐れを知らない国険者として自己朔像していた三毛にまつわる陰影など、どれも新しい

発見に満ちており、中国語圏の女性作家研究において資するところは小さくない。上記の評価に鑑み、本

論文委員会は、論文提出者・鄭洲氏が博士（文学）の学位授与にたる資格を有するものと判断したし
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